
2023 情報科学研究科 インターンシップ 

実習テーマ一覧 

第一回: 8 月 21 日（月）〜 25 日（金） 

第二回: 9 月 04 日（月）〜 08 日（金） 

 

担当教員 テーマ 内 容 習得できる技能 受け入れ人数 第一回 第二回 

田中 俊昭 

プライバシー

を考慮したフ

ィッシング対

策・システム

構築 

サイバー攻撃の一種であるフィッシング対策について、アクセ

ス情報を秘匿したまま、フィッシングを検知する方式の研究に

取り組みます。TCP/IP 等のプロトコルの基礎的な知識、Web シ

ステムに関する知識、Linux の基礎的な使い方、プログラミン

グの経験があることを前提としています。 

 

ネットワークセキュ

リティの基礎知識 

システムプログラミ

ング 

2 名程度 

 

 
○ ○ 

藤原 義久 

データサイエ

ンス初学者向

けお試しアカ

ウント付き

『スパコン超

入門』 

理工学はもちろん、情報科学分野においても、スーパーコンピ

ューター、いわゆるスパコンは広く利用されています。ところ

が、スパコンの使い方を学ぶ機会は、初歩的なレベルでもなか

なかないようです。本研究科は、スパコン「富岳」に隣接し、

理研との関わりも深い教育・研究拠点です。大学が有するスパ

コンのお試しアカウントを使って、自分でスパコンを動かして

みましょう。参加条件は、大学一年生程度の数学、ならびにプ

ログラミング言語「Python」の初歩的な知識と経験です。デー

タサイエンスやその関連分野、スパコンの利用体験に興味があ

る、意欲ある大学や高専の学生を想定します。 

スパコン利用の基

本、ターミナル（端

末）上での Linux 操

作、Python による簡

単な並列計算 

４名程度 

 

 

○ × 

鷲津 仁志 

オリジナル潤

滑油を作ろう 

自動車の燃費はエンジンや変速機内の摩擦をどれだけコントロ

ールできるかに依存しています。分子動力学法は、分子の動き

を追跡するシミュレーション手法です。本研修では、これをオ

イル分子に適用することによって、オリジナルの潤滑油を作成

し、分子レベルからの摩擦発現を研究します。 

 

分子シミュレーショ

ン、マイクロナノ機

械工学の基礎知識 

2 名程度 

 

 
○ ○ 



円谷 友英 

意思決定のプ

ロセスを設計

する 

意思決定とは，行動選択の背景にあって，どのような行動を選

択するかを決めるプロセスです．意思決定を行う主体の意思決

定支援に，複数の根拠または選択条件に基づき，複数の候補を

評価する多基準意思決定手法が用いられます．抱えている問題

の種類，知りたい結果，使用可能なデータなど，場面に応じて

多種多様な手法が提案されています．ここでは，そのいくつか

を学習して，実際の意思決定プロセスに照らし合わせて演習を

行います． 

多基準意思決定法の

基礎知識，意思決定

プロセスの設計 

2 名程度 

○ ○ 

木村 真 

応用一般均衡

シミュレーシ

ョン 

応用一般均衡シミュレーションは、現実の経済状況を、経済合

理的な選択行動をする消費者と生産者が複数の市場で取引した

結果として擬似的に再現し、シミュレーションにより政策が消

費者や生産者、均衡における資源配分の効率性などに与える影

響を評価する手法です。その応用範囲は広く、経済分析をはじ

め、税財政政策、交通政策、環境政策などで広く使われていま

す。本研修では、経済の基礎知識とともに応用一般均衡シミュ

レーションの基礎を学びます。 

産業連関分析、応用

一般均衡シミュレー

ションの基礎知識 

2 名程度 

 

 

○ ○ 

原口 亮 

医用画像処理

による心臓モ

デリング 

健康医療分野におけるデジタルツインは，予防・予測・個人・

精密という次世代医療の基盤技術として期待されています．本

研修では CT や MRI といった医用画像から心臓形状をモデリング

する研究を通じて，情報科学の健康医療分野への応用について

学びます． 

画像処理，モデリン

グ，可視化 

2 名程度 

 

 ○ × 

井上 寛康 

データに基づ

く社会シミュ

レーション 

本研究室では社会システムの理解に向け、データのみでもシミ

ュレーションのみでもなく、これらを融合したデータに基づく

社会シミュレーションを行っています。具体的には、都市レベ

ル自動車交通、国内・国際サプライチェーン、イノベーション

システムなど多種多様な社会システムを計算機上で再現し、そ

のシステムの理解を進めることや社会の仕組みを変えるとどの

ようになるかの検討などを行っています。 

時間・空間データの

処理・分析・可視

化、社会シミュレー

ション、およびそれ

らに必要な計算機言

語 

2 名程度 

 

○ ○ 

安田 修悟 

流体現象の並

列計算や可視

化 

計算科学の分野において、流体のシミュレーションは、現在、

様々な分野で最も実用的に活用されているアプリケーションの

一つと言えます。本年度のインターンシップでは、流体現象の

シミュレーションをスパコンを使って走らせたり、シミュレー

流体のシミュレーシ

ョンの基礎 

2 名程度 

 
○ ○ 



ションの結果を可視化したりする作業に取り組んでもらいま

す。 

五十部 孝

典 

暗号の実装と

解読実験 

暗号技術とは、鍵の情報を使って平文情報を一見ランダムに見

える情報に変換する技術です。本インターンでは、実際に世の

中で広く使われている暗号技術を学び、実際に平文を暗号文へ

変換する暗号関数をソフトウェアで実装します。また余裕があ

れば、暗号の攻撃技術である差分や線形解読法を使って秘密鍵

を解読する方法を習得します。 

暗号のプログラミン

グ、解読技術 

2 名程度 

 

× ○ 

郷 康広 

遺伝子がから

だの中でどの

ように使われ

ているかを見

てみよう 

私たちヒトの身体は 200 種類・37兆個の細胞からできていま

す。そのひとつひとつの細胞は生命の設計図であるゲノムを持

っています。ゲノムはどの細胞でも同じものを持っています。

同じゲノムから細胞の「個性」が生まれる仕組みのひとつが遺

伝子発現です。ゲノムから遺伝子発現を通してどのように細胞

に個性が生まれるのか、その仕組みを計算機を使って解析して

みます。 

分子動態解析、遺伝

子発現解析、バイオ

インフォマティクス

解析 

2 名程度 

○ ○ 

沼田 龍介 

並列化による

流体シミュレ

ーションの高

速化 

大規模なシミュレーションを行う場合、いかに高性能な計算機

といえども 1台だけでは実行に長い時間がかかります。そのた

め複数の計算機（あるいは演算装置）を用いた並列処理を行う

ことによって計算時間を可能な限り短縮する必要があります。

本研修では、流体シミュレーションを題材として、並列化によ

るシミュレーションの高速化手法を学びます。並列計算機を用

いてサンプルプログラムの高速化にチャレンジしましょう。 

 

並列計算機の利用技

術、並列化プログラ

ミングの基礎（並列

計算、プログラミン

グ、FORTRAN） 

2 名程度 

 

○ ○ 

栗原 淳 

セキュリティ

プロトコルの

ライブラリ実

装・テストベ

ッド構築 

本研究室では、秘密分散法や、Generalized Deduplication、

Private Information Retrievalなどのセキュリティプロトコ

ル・ネットワークプロトコルの理論限界の追求や、設計・開発

を行っています。そこで本研修では、そういったプロトコルを

実現するための基礎となる 1)数理的なライブラリの実装、ある

いは 2)実証実験を行うためのネットワークテストベッド構築を

行います。基礎的な線形代数・離散数学、TCP/IP、TLS等のプ

ロトコルの基礎的な知識、Linux の基礎的な操作経験、および

Rust 等のシステムプログラミング言語を経験していることを前

有限体ライブラリ実

装手法の基礎、ネッ

トワークプロトコ

ル、ネットワーク運

用構築、システムプ

ログラミング 

2 名程度 

 

○ ○ 



提としています。 

森川 智博 

IoTマルウェ

アの静的解析 

IoT (Internet of Things) 機器の増加に伴い, IoT 機器をターゲッ

トとしたサイバー攻撃が大きな脅威となってきている. 代表的な

例としては, “Mirai” という IoTマルウェアは監視カメラ, ホーム

ルーター, ホームネットワーク機器などの IoT 機器をターゲット

とするマルウェアであり, 全世界で 10万台以上の IoT 機器が感

染した. 感染した IoT 機器は大規模なサービス妨害攻撃に用いら

れたことが報告されている. 本研修では、静的解析の手法を用

いて IoTマルウェアの挙動を明らかにする。 

静的解析ツールの利

用、IoTマルウェアの

挙動、Python プログ

ラミング言語 

2 名程度 

○ ○ 

芝 隼人 

物質・材料シ

ミュレーショ

ンに人工知能

を使ってみよ

う 

物質・材料の性質をシミュレーションで調べる研究において

は、現在、非常に複雑な方程式や物理変数を組み合わせること

が多くなっています。そのような方程式・変数の中から本質的

な役割を担う部分を人工知能で抽出・予測できるようになれ

ば、われわれの発見や開発はさらに加速させ、シミュレーショ

ンそのものの役割も変わってくると思われます。本研修では、

分子シミュレーションを最新の深層学習と組み合わせる様々な

手法の利用に挑戦し、その可能性を開拓します。 

分子シミュレーショ

ン、グラフニューラ

ルネットワーク、生

成モデル 

2 名程度 

○ ○ 

 

※ インターンシップ募集期間の有無は： ○募集有 ×募集無 

※ 各教員の研究分野等については以下の URL を参照願います 

https://u-hyogo.info/research/faculty/ 

 


